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1 
安全研究について(1/2) 

原子力安全規制行政への技術的支援及びそのための安全研究 

 原子力安全の継続的改善に関わる重要な事象に重点化して 

 将来の課題を見据えた幅広い安全研究を行い、 
安全基準の整備等、科学的・合理的な安全規制に貢献する。 

 実施に当たっては、人材の育成や施設基盤の維持・発展に努める。 

研究の目的 

 通常時や異常時の原子力施設や放射性物質の挙動、並びに、安全対策の有
効性について、工学的理解と安全評価手法を高度化 

 深層防護は「防護策の有効性に係る、知見の不足や偶発性から必然的に
生じる不確かさに対する備え」 

 その不確かさを把握し低減することにより、頑強な深層防護の構築に貢献 

 安全性の継続的な向上に貢献 

 核拡散防止に係る保障措置の高度化に貢献 
 

研究の内容 

 原子力規制行政への技術的支援 

 原子力規制委員会等の行政機関から要請される原子力安全の評価等に係
る研究 

 長期的視点からの先導的・先進的な安全研究 

 原子力施設の安全評価や向上に係る解析、実験、計測技術等に係る研究 
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安全研究について(2/2) 

研究の方法 

 実効性、独立性・中立性、透明性・説明性の確保と向上  

 実効性 

研究能力の向上、人材の育成、施設基盤の維持・発展、国内外の研
究機関との交流 

 独立性・中立性 

施設管理組織からの区分、研究協力や外部組織の研究参画などの
ルール策定等 

 透明性・説明性  

• 研究プロセス（課題設定、研究方法、検討、結果評価、結論）の
透明性 

• 対象とする原子力施設安全性に対する当該研究の位置づけに
ついての十分な説明性 （実機適用性等） 

 実施状況の確認 

 規制支援審議会、安全研究・評価委員会、安全研究委員会、受託
事業専門部会等 

原子力安全規制行政への技術的支援及びそのための安全研究 

 原子力安全の継続的改善に関わる重要な事象に重点化して 

 将来の課題を見据えた幅広い安全研究を行い、 
安全基準の整備等、科学的・合理的な安全規制に貢献する。 

 実施に当たっては、人材の育成や施設基盤の維持・発展に努める。 



3 

福島第一 

原発事故 

1F事故の教訓を踏まえた重点的研究テーマ 

シビアアクシデント 
防止研究 

シビアアクシデント 
評価研究 

 
  

環境影響評価・ 
被ばく評価研究 

設計基準事象への対応 

設計基準を超える条件で
の炉心溶融の防止 

公衆の被ばく 
原子力防災 

炉心溶融 
容器破損 

放射性物質の放出 

 シビアアクシデントの発生防止と影響緩和に係る研究 

 緊急事態への準備と対応に向けた研究 

 1F事故に関わる放射線影響・放射性廃棄物管理・デブリの
臨界安全管理の研究 

教訓 

課題 

研究テーマの見直しと重点化 

深層防護の強化（シビアアクシデント対策、防災） 



4 安全研究センターの研究： 対象分野 

 燃料安全性研究 
通常運転条件から設計基準事故を超える条件までの燃料挙動に
関する知見と燃料挙動解析コードの整備 

 熱水力安全研究 
大型装置実験や評価手法の整備による、事故進展やアクシデント
マネジメント策の有効性評価研究 

 材料劣化・構造健全性研究 
材料の経年劣化事象の予測評価手法や確率論的構造健全性評
価手法の研究 

福島第一原子力発電所 
・オンサイト 
・オフサイト 

 臨界安全管理研究 
核燃料サイクル施設の臨界評価手法を福島デブリの再臨界評価
へ応用 

 核燃料サイクル施設の安全性研究 
重大事故の発生可能性及び影響評価並びに安全対策の有効性
評価に係るデータ取得及び解析コード整備 

 リスク評価・原子力防災研究 
ソースターム評価及び事故影響評価の手法の高度化と連携強化
防災における防護戦略・被ばく管理の研究 

 放射性廃棄物管理工学研究 
 1F事故廃棄物を含む廃棄物の貯蔵・処分の安全評価のための
科学 

 環境影響評価研究 
外的事象に対応した処分及び廃止措置の安全評価手法の研究、
1F事故廃棄物等の再利用基準の検討 

 保障措置分析化学研究 
環境試料中の極微量核物質の同位体分析法の開発 

 → 各Ｇの記載内容をアップデートする。 保障措置を完備する。 

http://www.jaea.go.jp/04/anzen/ 

 軽水炉施設   核燃料サイクル施設   廃棄物埋設施設  

核燃料 
サイクル 

燃料加工施設 

再処理施設 

シビアアクシデント
研究に重点化 

外部被ばく 

内部被ばく 

 環境安全 
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最近の主要な研究項目 

研究対象 研究項目 

原子炉 
施設 

• リスク評価：ソースターム評価(THALES2/KICHEコード等）、格納容器(CV)内デブリ冷
却(JASMINEコード）、これらコードを用いたシビアアクシデント(SA)対策最適化 

• 燃料安全：反応度事故(RIA)時及び冷却材喪失事故(LOCA)時燃料挙動、燃料挙動解
析コードRANNS整備、JASMINEによるNSRR実験解析、事故耐性燃料 

• 熱水力安全：総合効果実験（LSTF、CIGMA）、個別効果実験（炉心伝熱、プールスク
ラビング、二相流挙動）、CV内密度成層、二相流挙動等の数値流体力学手法モデル 

• 材料劣化・構造健全性:照射脆化、亀裂進展、確率論的破壊力学解析コード
（PASCAL）の実用化、非延性破壊確率解析、高速飛翔体の衝突 

核燃料サ
イクル施設 

• DBA/重大事故評価、高レベル濃縮廃液蒸発乾固や火災時のFP移行、HEPAフィルタ
特性、臨界事故時の出力挙動・水素生成、再処理施設機器の腐食・環境割れ  

防災・環境 
・廃棄物 

• オフサイト事故影響評価(OSCAARコード）、リスク評価(レベル3PRA)防災活用、屋内
退避時被ばく線量低減、緊急時航空機モニタリング技術（防災基本計画に対応し、川
内発電所周辺地域に緊急時対応技術として初めて適用） 

• 処分安全評価(燃料デブリ、地層)、廃止措置安全、貯蔵安全、事故廃棄物の再利用 

福島第一
原発 

• 燃料デブリの特性を考慮した臨界・放射性分解ガス量評価、臨界実験装置STACY改
造計画 

• 事故進展挙動評価(OECD/NEA BSAF計画) 
• 水処理二次廃棄物保管容器の劣化挙動 
• OECD/NEA ARC-F計画（1F事故に係る大量の情報（東電、研究機関等）を、事故進
展解明や廃止措置（汚染状況等）に係る様々な技術課題ごとに整理・分析）の準備 

保障措置 • 保障措置環境試料中の核物質含有粒子の性状分析技術、ウラン粒子の化学状態分
析方法、濃縮ウラン粒子生成時期決定法、IAEA支援 
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様々なSAシナリオにおけるソースターム知識ベースの構築 

          → レベル2PRA,  緊急時防護対策の効果を含むオフサイト事故影響評価 

シビアアクシデント対策の成立性及び有効性の評価 

福島第一原子力発電所事故の分析 

シビアアクシデント研究の概要(1/5) 
シビアアクシデント評価研究グループ 

格納容器内における溶融炉心冷却性 
評価手法の高度化 

ソースターム評価手法の高度化 
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の破損 

不確かさ及び感度解析を含めたソースターム評価手法の高度化 

シビアアクシデント対策の有効性評価手法の高度化 

THALES2 

コード 
B4C制御材の酸化モデル 

（ホウ酸及びCO2の生成） 

機構内や国際協力実験及び解析に基 

づいたFP化学形データベースの整備 

（Cs-I-Mo-B-C-O-H系）  熱化学平衡組成を 

予測する統計モデル 

の構築 

感度解析において 

実績のある手法 

 THALES2コードの 

速い解析機能を維持 

 FP化学や液相pHに影響 
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I化学形

国際協力 

JAEA内他部門との連携 

【成果の反映先】 

JASMINEコードによる溶融炉心挙動の評価 ホウ素の影響を考慮したソースターム評価 

【主な研究】 

【目的】 






















